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5 南沢

主な対象 温泉源泉

特徴
霧ヶ峰地域を涵養源として、涵養後に深い深度を流下し、霧ヶ峰火山活動により温められ
た花崗岩類を流下する過程で昇温し、諏訪市街地の活断層部で湧出すると考えられます。
地形的な分水界を越えた集水域を持つ地下水と考えられます。

実施区域との関
連性

実施区域よりも深い深度を流動し、実施区域には関連しない地下水と考えられます。

主な対象 霧ヶ峰水源群、地蔵寺湧水、水道の水源

特徴
山地深層地下水と同様、霧ヶ峰地域を涵養源として、一部は高標高部で湧水として、一部
は浸透して山裾部で湧水として湧出する地下水と考えられます。山地深層地下水と同様、
地形的な分水界を越えた集水域を持つ地下水と考えられます。

実施区域との関
連性

実施区域よりも深い深度を流動し、実施区域には関連しない地下水と考えられます。ただ
し、地蔵寺、秋葉神社では、実施区域と関連性のある山裾地下水の一部混入が考えられま
す。

主な対象 阿弥陀寺湧水、実施区域近傍地下水

特徴
河川からの伏流水と比較的近傍の低標高部に降った雨水を涵養域とし、山裾からの湧水及
び表層地下水として存在する地下水と考えられます。

実施区域との関
連性

実施区域に近く、実施区域と関連性が強い地下水と考えられます。

山地深層
地下水

山地
地下水

山裾
地下水

酒蔵、⾓間川、温泉源泉の⽔質 地下⽔観測孔、湧⽔、温泉源泉の⽔質
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 ● 酒蔵群の水源 

● 角間川 

● 温泉源泉 

地下⽔観測孔、温泉源泉、⽔道⽔源の⽔質

事業実施区域の⿃観図

⾓間川に沿った模式断⾯図（Ⅰ−Ⅰ）

トリリニアダイアグラム

ヘキサダイアグラム

● 事業実施区域近傍地下水 

● 湧水 

▲ 霧ヶ峰水源群 

● 温泉源泉 

地蔵寺
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事業実施区域
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事業実施区域の地質縦断図及び地下⽔位（縦横⽐10：1）

⾓間川渡河部

計画ルートは⾓間川を橋梁で渡河し、トンネルは岩盤中にあるため、
⾓間川の伏流⽔が流下する岩屑堆積物・⾕底堆積物を遮断しない構造となる

⼭地地下⽔である地蔵寺と南沢⽔源がある地域の地下⽔（⼭地地下⽔）の⽔位は計画ルートよりも低い位置にあり、
事業実施により地下⽔の流動が阻害されない。

⾓間川

事業実施区域、⾼橋の⽔⽂学的⽅法によるトンネル集⽔範囲、各⽔源位置の関係図

地質縦断図

2



事業実施区域、活断層、温泉源泉の位置及び温泉⽔温コンター図
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